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 児童生徒の自殺予防に関する調査研究協力者会議 

審議まとめ（項目案） 
 

 

第１章 コロナ禍における児童生徒の自殺等に関する課題と対策 

１．コロナ禍における児童生徒の自殺等の現状と課題 

（１）令和２年の自殺者数の推移 

（２）令和２年における児童生徒の自殺者数の原因・動機 

     ・コロナ禍における児童生徒を取り巻く環境の変化について 

     ・児童生徒のコミュニケーションへの影響について 

・専門的な対応を要する児童生徒の増加について 

（３）コロナ禍の社会変化に対応した自殺予防教育の徹底に係る課題 

 

２．コロナ禍における児童生徒の自殺予防等のための施策 

（１）SOS の出し方に関する教育を含めた自殺予防教育の振興 

   （文部科学省作成の自殺予防マニュアルを活用した自殺予防教育の推進） 

（２）自殺予防のための ICT の活用 

（３）関係機関等との連携 

 

第２章 SOS の出し方に関する教育を含めた自殺予防教育の在り方について 

１．検討事項 

※これまでの取組みや政府全体の動き（自殺対策基本法、自殺総合対策大

綱の改正）を踏まえつつ、SOS の出し方に関する教育を含めた自殺予防

教育の在り方について検討。 
 

２．審議内容 

（１）検討の進め方 

（２）SOS の出し方に関する教育と自殺予防教育の関係性 

（３）改正自殺対策基本法及び自殺総合対策大綱全体から見た 

SOS の出し方に関する教育と自殺予防教育 
 

３．SOS の出し方に関する教育の実施上の留意事項 

（留意することが必要な事項） 

    ①関係者間の合意形成 

    ②適切な教育内容 

    ③ハイリスクの子供のフォローアップ 

    ④学校以外の他の関係機関との連携 

（留意することが望ましい事項） 

    ⑤その他 
 

４．今後の課題 

 ※短期／中長期的課題の整理。 


